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F o r m 8 ・ S e p a r a t e  S h e e t

Results of the doctoral thesis screening 

博士論文審査結果

氏 名
N a m e  i n  F u l l

査斯 査干

論文題目
T i t l e

オイラド・モンゴルにおける口頭伝承とアイデンティティ

―故郷創出物語から―

本論文は、17 世紀前半モンゴル高原での戦乱をさけてヴォルガ河畔に移住したが、約 140

年後に故地である現在の新疆ウイグル自治区ホボクサイルに帰還したオイラド・モンゴル

系トルグドを対象とし、彼らのあいだで保持されてきた帰還にまつわる口頭伝承群が集団

のアイデンティティ形成と再編に果たした役割を明らかにするものである。 

この口頭伝承の特徴は、伝承の担い手であるトルグドが伝承内容を自分たちの「帰還」

をめぐる真実の歴史とみなしており、しかも語りの場が現地でいまも維持されていること

である。出願者によれば、その真実性は伝承の明示的な内容と解釈（ストーリー性）とと

もに、非明示的な伝承の集団的心性にもとづく解釈（メッセージ性）によっても支えられ

ている。出願者は、社会的歴史的な出来事をあつかった口頭伝承を、この両側面に注目し

て分析することで、そのダイナミズムを生き生きと描き出している。語りの場との関わり

も視野に入れたこの研究成果は、世界中で口頭伝承をめぐって日常的な語りの場そのもの

が消滅の危機に瀕している現在、きわめて貴重である。 

また、現在、新疆ウイグル自治区は政治的にデリケートな状況に置かれ、フィールドワ

ークに多大な困難をともなう。しかもモンゴル族出身の出願者にとって、自身の母語とオ

イラド語の下位言語トルグド語との言語の違いは大きい。しかし出願者は 8 ヶ月にわたる

現地調査で、卓越した言語能力を生かして調査対象者と十分な信頼関係を築き上げ、現地

の豊かな口頭伝承の世界を描き出すことに成功した。本論文には出願者自らが収集したオ

リジナルな口頭伝承群を文字化したテキストが披瀝され、かつそれらが詳細に分析されて

いる。 

本論文の各章の内容は、以下のとおりである。 

第 1 章では、研究史の中に本論文を位置づける。モンゴル及びオイラド（現在はオイラ

ゴ語をモンゴル語の方言ではなく、別言語とみなす言語学者が多い）の口頭伝承に関する

先行研究は、テキスト化された伝承に対する明示的な解釈やテキストそのものに注目する

研究と、それらから非明示的なメッセージを読み解こうとする研究に大別できる。出願者

はこのように研究史を整理した上で、その双方の接合を目指す本論文の独自性を主張する。 

第 2 章ではトルグドの帰還という歴史事実の諸側面、調査地の概要、調査過程と方法、

口頭伝承の語りの場について記述される。 

続く第 3 章から第７章までが、主たる口頭伝承群の分析と解釈である。各章では、さま

ざまな伝承のヴァリエーションから明示的な内容と非明示的な内容が出願者によって取り

出され、それらの内容によって語りの場が成立するか否かが決まること、また実際に語り



の場が成立した場合、その語りがアイデンティティの再編にどのように影響を及ぼすのか

が示される。 

第 3 章は、アーニ・バルダンという架空の人物を主人公とする口頭伝承を考察する。伝

承では、トルグドの帰還に際して主人公が自分の命と引き換えにロシア軍の追撃をくい止

めて英雄となり、その魂が帰還して移住先の守護神になる。この口頭伝承の語りの場が維

持されるのは、現在の中国ではトルグドの帰還＝帰順として政治的利用（現在トルグドは

中国に帰属）が可能なためである。同時に、トルグドの人びとは自分たちの祖先を導いた

主人公の悲劇性に深く心を動かされ、伝承を通して集団のアイデンティティを強化する。 

第 4 章では、サンドクという架空の俗人を主人公とする口頭伝承をあつかっている。移

住前からチベット仏教徒であったトルグドは、帰還後、最高位の宗教的権威としての転生

活仏に拝謁するとともに、寺院建立のために主尊（仏像）を招来しなければならなかった。

伝承では、主人公がダライラマに悪態をつきながらも主尊の招来に成功するが、いざ寺院

を建立するときになると破壊的な行動に出たために、人びとに抹殺されてしまう。サンド

クがもつトリックスターとしての両義的性格が、宗教的権威の承認と抵抗という矛盾にあ

らわれている。この矛盾は中国の現体制にとって不都合ではないため、その語りの場が維

持されると同時に、宗教的権威を相対化しつつ集団としてのアイデンティティが確保され

る。 

第 5 章では、ツェヴッドルジという実在の貴族を主人公とする口頭伝承を考察する。主

人公は贈り物を携えて北京に赴き、清朝皇帝に拝謁し、親王印を得て、移住地の領有権を

獲得する。清朝皇帝が多くの試練を課すにもかかわらず、それらを機知で切り抜ける。伝

承では皇帝のおろかさが強調され、同時に親王の直系子孫が絶えていることも暗示されて

いるが、これらは現体制に対する直接的な批判には当たらないので、その語りの場が政治

的に禁じられることはない。こうしてトルグドは、外在的な政治的権威には服従するが、

集団内ではこれをさりげなく排除して集団のアイデンティティを維持する。 

第 6 章と第 7 章では、帰還にまつわる秘儀「黒山羊祭」をめぐる伝承が補足的に取り上

げられる。儀礼は帰還当時に先住集団が祀っていた守護神を追い出すと同時に慰撫するた

めであると解釈されてきた。だが異民族排除という解釈は、諸民族の共存調和を強調する

現在の民族政策の理念に反する恐れがある。そこで、現在は春風を防ぐための儀礼という

解釈が試みられている。このことは、過去からの儀礼を維持するために、トルグドが解釈

を政治環境に合わせて変化させてきたことを示しており、人々による解釈の可変性を例証

している。 

結論では、トルグドの帰還にまつわる口頭伝承群の特徴が整理される。第一に、これら

の口頭伝承は現政権のもとで政治的な利用が可能であるがゆえに、その語りの場が確保さ

れていること、第二に、人々による過去へのまなざしが口頭伝承に反映されていること、

第三に、伝承はその解釈が明示的な出来事だけでなく、非明示的だが特定の解釈が託され

ていると思われる内容を含んでいること、である。これら三つの働きにより、歴史を素材

とする口頭伝承の真実性が担保されると同時に語りの場が維持され、その結果として集団

のアイデンティティが再編、強化され続けていると出願者は結論づける。 

本論文は、語りの場に臨席してトルグドの豊かな口頭伝承群を世界で初めて収集した成

果として、学界のみならずトルグドの人々のためにも重要な貢献である。しかもその口頭



伝承に込められた複雑な内容を、長期調査で得た知見、語りの場に臨席した経験と、その

他の文献資料に基づいて鮮明に描き出すことに成功し、質の高い成果をあげている。した

がって審査委員会は、学位を授与するに値すると判断した。 

ただし、口頭伝承の研究として重要な音声資料の添付がなされていないことは惜しまれる。

テキストだけでなく音声の分析は、口承性の問題をさらに突き詰める次の研究の発展につ

ながるであろう。また、本論文には欠けている他地域の口頭伝承ならびにそれらの諸研究

との比較を今後行うことで、口頭伝承の普遍的な理論構築に貢献することが期待される。
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